
“ほやほや”と納得できる情報、できたて“ほやほや”の情報をみなさまに提供していく季刊発行の院内情報誌
です。院内の広報委員のスタッフ皆で毎回その季節に合った特集を組み、お役に立てる情報を掲載すべく病院
各部門のスタッフそれぞれから原稿を集め誌面を制作しています。

栄養課
おすすめ！ 春のレシピ春のレシピ福井赤十字病院広報誌
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広報に関するご意見、ご感想をお待ちしています。

福井赤十字病院

人道・博愛の精神のもと、県民が求める優れた医療を行います。

■患者さんの権利と意思を尊重し、協働して医療を行います。
■安全と質を向上させ、優しい医療を行います。
■人間性豊かで専門性を兼ね備えた医療人を育成します。
■急性期医療・疾病予防・災害時医療に積極的に取り組みます。
■保健・医療・福祉と連携し、地域社会に貢献します。

理念

基本方針

作り方
❶  アスパラガスは下の硬いところを除いて下１/3ぐらいを皮むき、
　  乱切りにする。パプリカは１cm角に、玉葱は薄切り、
　  ベーコンは5mm幅の拍子切りにしておく。
　❷  5mm幅のいちょう切りにしたじゃがいもを耐熱容器に入れ、
　  ラップをして600Wの電子レンジで2分半加熱する。
　❸  熱した小さめのフライパンにオリーブオイルを半量入れ、
　  みじん切りにしたにんにくを加え、香りが出たらベーコンを加えて
　  中火で炒める。
　❹  ベーコンに焼き色が付いたら、❶のアスパラ、パプリカ、玉葱、
　  ❷のじゃがいもを加えて、塩、コショウをして強火で炒め、
　  火が通ったら一旦取り出す。
　❺  ボウルに卵、粉チーズ、コンソメを加えてよく混ぜ、
　  ❹の具材を加えて全体に混ぜる。
　　❻  ❹で使ったフライパンをきれいに拭き、
　  熱したら残りのオリーブオイルを入れ、❺を加える。
　❼  全体をかき混ぜ、卵が半熟状態になったら、
　  弱火にして蓋かアルミホイルで2～3分ほど蒸し焼きにする。
　❽  卵の表面まで火が入ったらひっくり返す。
　  表面に焼き色がついたら出来上がり。

　春野菜が出回る季節になりました。春野菜には菜の花や春キャベツ、アスパラガス、新じゃが、筍、そら豆などがありま

す。今回はアスパラガスと新じゃがを使った手軽で簡単にできるオムレツを紹介します。

　アスパラガスにはたんぱく質を構成するアミノ酸である、アスパラギン酸が多く含まれるのが特徴です。アスパラギン

酸には疲労回復効果や新陳代謝を高める作用があるとされています。じゃがいもに多く含まれるビタミンＣは、加熱して

も壊れにくい特徴があります。新じゃがは皮が薄いため、皮ごとゆでたり焼いたりすることでじゃがいもの風味が生かせ、

ビタミンＣも効率よく摂取できます。

病棟紹介（1-5病棟）

52名の新人職員が仲間入りしました

日本赤十字社福井県支部
創立130周年記念行事開催

もっとクロス！
赤十字フェスティバル開催

春のレシピ

当院幹部が新体制となりました

　表紙を飾るのは、4月

より新体制となった当院

の幹部職員6人です。今

年度より就任した髙木院

長はじめ、職員一同、今

後も地域の皆様のご期

待に応えていけるよう努

力して参ります。

＜アスパラと新じゃがのスペイン風オムレツ＞＜アスパラと新じゃがのスペイン風オムレツ＞

アスパラガス・・・・・・・・・・・・・・・・30g
新じゃが・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・50g
玉葱・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30g
パプリカ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・25g
ベーコン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20g
オリーブオイル・・・・・・・・・・・・・・大さじ1・1/2

にんにく・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1ｇ
塩、コショウ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
卵・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・75ｇ
粉チーズ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4ｇ
コンソメ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1ｇ

材  料 （2人分）

エネルギー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・161kcal
たんぱく質・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8.0ｇ
脂質・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11.3ｇ
炭水化物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8.0ｇ
ビタミンＣ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・38ｍｇ
塩分・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・0.8ｇ

栄養量 （1人分）

今 回 の 表 紙今 回 の 表 紙

院長就任のご挨拶
「FreeStyleリブレPro」はじめました！

教えてドクター Q&A（神経内科）
満足度調査結果

ご自由に
おとりください。

グルコースモニタリングシステム
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退
任
の
ご
挨
拶

　　

平
成
30
年
３
月
末
日
付
け
で
院
長
を
退
任

し
ま
し
た
の
で
、ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昭
和
63
年
に
京
都
か
ら
福
井
に
戻
っ
て
、

福
井
赤
十
字
病
院
の
放
射
線
科
部
長
と
し
て

勤
務
し
始
め
て
か
ら
、早
や
30
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。こ
の
間
14
年
、院
長
職
を
務
め
ま
し
た
。

　

今
、数
多
く
の
懐
か
し
い
出
来
事
が
目
に

浮
か
び
ま
す
。特
に
、病
院
創
立
90
周
年
事
業

を
地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
得
て
、

平
成
27
年
に
無
事
執
り
行
え
た
こ
と
が
印
象

深
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。こ
れ
も
偏
に
、地
域

の
皆
様
の
福
井
赤
十
字
病
院
に
対
す
る
ご
理

解
と
ご
支
援
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。長
い
間
、あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、平
成
15
年
か
ら
前
任
の
田
中
院
長

の
方
針
を
受
け
、地
域
医
療
連
携
に
力
を
注

い
で
参
り
ま
し
た
。高
度
の
専
門
医
療
を
地

域
の
皆
様
に
提
供
し
、急
性
期
の
患
者
さ
ん

を
中
心
に
地
域
医
療
を
担
う「
病
院
づ
く
り
」

に
邁
進
し
て
参
り
ま
し
た
。地
域
の
皆
様
の

健
康
寿
命
を
延
伸
す
る
、そ
し
て
社
会
に
貢

献
し
よ
う
と
呼
び
掛
け
な
が
ら
、当
院
の
診

療
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。少
子
超
高

齢
社
会
に
お
い
て
も
、全
職
員
が
十
分
に
社

会
貢
献
で
き
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
地
域
の
皆
様
に
対
し
、心
よ

り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、退
任

の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

福
井
赤
十
字
病
院
は
大
正
14
年
に
日
本

赤
十
字
社
福
井
支
部
病
院
と
し
て
開
院
し
、

昭
和
18
年
に
福
井
赤
十
字
病
院
と
改
称
、

平
成
27
年
に
創
立
90
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
93
年
目
と
な
る
今
年
２
月
、
福
井
は

37
年
ぶ
り
の
豪
雪
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

豪
雪
の
影
響
も
漸
く
一
段
落
し
た
こ
の
４
月

に
、
私
は
前
任
の
野
口
正
人
先
生
の
後
任

と
し
て
第
７
代
院
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

　

昨
今
の
医
療
情
勢
は
、
少
子
高
齢
化
を

受
け
て
厳
し
い
環
境
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
当
院
は
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
高
度
専
門
医
療
、
地
域
医
療
、

救
急
医
療
、
災
害
救
護
医
療
に
対
す
る
医

療
体
制
の
充
実
の
た
め
、
平
成
16
年
に
本
館

を
新
築
し
、
平
成
27
年
に
は
創
立
90
周
年

に
併
せ
、
先
進
中
央
棟
を
竣
工
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
を
新
設
、
外

来
化
学
療
法
室
を
移
設
拡
張
、
高
精
度
放

射
線
治
療
装
置
「Vero4D

RT

」
及
び
手

術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
Xi
」
を
導

入
し
、
地
域
が
ん
診
療
拠
点
病
院
と
し
て

総
合
的
な
が
ん
診
療
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
現
在
、
来
る
べ
き
超
高
齢
化
に

対
応
す
る
た
め
に
、
医
療
制
度
の
大
き
な

変
革
が
な
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
従

来
の
病
院
完
結
型
の
医
療
か
ら
患
者
さ
ん

が
安
全
に
安
心
し
て
地
域
で
生
活
で
き
、

そ
の
医
療
が
地
域
で
完
結
す
る
地
域
完
結

型
の
医
療
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
９

月
に
策
定
し
た
２
０
２
５
年
に
向
け
た
病
院

改
革
プ
ラ
ン
は
、地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
、

高
度
急
性
期
及
び
急
性
期
医
療
を
提
供
し

つ
つ
、
地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
、
か
か

り
つ
け
医
と
の
医
療
連
携
を
更
に
深
化
し
、

在
宅
医
療
を
支
援
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

今
後
も
職
員
が
や
り
が
い
を
も
っ
て
働

く
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え
、
地
域
の

皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
病
院
を
目
指
し
、

職
員
が
一つ
に
な
っ
て
、
力
を
尽
く
し
て
い

く
所
存
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  

院
長　

髙
木 
治
樹

　

こ
の
た
び
、新
型
の
持
続
皮
下

グ
ル
コ
ー
ス
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
器

『
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ　

リ
ブ
レ
Ｐ

ｒ
ｏ
』を
導
入
し
ま
し
た
の
で
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

　

ど
ん
な
に
治
療
を
強
化
し
て
も

一
向
に
改
善
が
み
ら
れ
な
い
患
者

さ
ん
を
お
見
掛
け
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。い
っ
た
い
ど
ん
な
問
題
が

隠
さ
れ
て
い
る
の
か
、あ
わ
た
だ

し
い
日
常
診
療
の
な
か
で
は
な
か

な
か
は
見
え
て
こ
な
い
も
の
で
す
。

ま
た
、糖
尿
病
治
療
を
行
う
う
ち

に
、い
つ
の
ま
に
か
低
血
糖
を
生

じ
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
Ｎ
Ｇ
Ｓ
Ｐ
を
７
％
未

満
に
下
げ
る
こ
と
は
糖
尿
病
管
理

の
目
標
で
は
あ
り
ま
す
が
、Ｈ
ｂ

Ａ
１
ｃ
の
低
下
は
、じ
つ
は
行
き
過

ぎ
た
治
療
で
引
き
起
こ
さ
れ
た
低

血
糖
の
せ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
潜
在
性
低
血
糖
が
あ

る
場
合
、突
然
死
や
心
筋
梗
塞
が

増
え
る
こ
と
が
報
告
１
）さ
れ
て

お
り
、な
ん
と
か
回
避
し
た
い
も

の
で
す
。し
か
し
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
を
見

て
い
る
だ
け
で
は
、治
療
の
行
き

過
ぎ
が
あ
る
の
か
ど
う
か
判
断
す

る
こ
と
が
困
難
で
す
。

　

糖
尿
病
管
理
の
実
情
を
把
握
に

は
、持
続
皮
下
グ
ル
コ
ー
ス
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
が
大
変
有
効
で
す
。こ

れ
は
、血
糖
経
過
に
準
じ
た
皮
下

間
質
液
中
の
グ
ル
コ
ー
ス
濃
度
変

化
を
数
分
お
き
に
測
定
す
る
こ
と

で
、24
時
間
の
経
過
を
数
日
間
に

わ
た
り
追
跡
す
る
検
査
方
法
で
す
。

毎
日
食
べ
る
も
の
が
違
い
、活
動
の

程
度
が
違
う
日
常
生
活
の
な
か
で

は
、日
数
が
あ
る
程
度
多
い
ほ
う

が
実
情
把
握
に
よ
り
有
利
で
す
。

　

今
回
当
院
で
採
用
さ
れ
た
新
型

の
持
続
皮
下
グ
ル
コ
ー
ス
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
機
器
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ

　

リ
ブ
レ
Ｐ
ｒ
ｏ
は
、

①
測
定
器
は
直
径
３
㎝
厚
さ
５
㎜

の
円
盤
状
の
専
用
機
器
を
上
腕
背

側
に
取
り
つ
け
る
だ
け
で
、皮
下

間
質
液
の
グ
ル
コ
ー
ス
濃
度
を
自

動
的
に
追
跡
で
き
ま
す
。

②
疼
痛
が
す
く
な
く
、入
浴
も
そ

の
ま
ま
可
能
で
す
。

③
デ
ー
タ
の
読
み
出
し
は
、測
定

器
の
上
に
読
み
取
り
専
用
機
器
を

か
ざ
す
だ
け
、と
て
も
簡
便
で
す
。

較
正
の
た
め
の
血
糖
測
定
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。手
間
が
か

か
ら
ず
、不
快
な
疼
痛
や
血
液
汚

染
か
ら
解
放
さ
れ
ま
す
。

④
最
大
14
日
間
と
追
跡
期
間
が
長

い
の
で
、よ
り
確
実
な
病
状
把
握

が
可
能
で
す
。

　

イ
ン
ス
リ
ン
療
法
中
の
、原
因

不
明
の
血
糖
管
理
不
良
の
患
者
さ

ん
の
病
状
把
握
に
ぜ
ひ
お
役
立
て

く
だ
さ
い
。

院
長
就
任
の
ご
挨
拶

  

　
　
　  
福
井
赤
十
字
病
院
・
院
長 

髙
木 

治
樹

内科副部長

安富 久記

FreeStyleリブレPro
はじめました！

医療

福井赤十字病院
名誉院長

野口正人
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調査期間：平成29年10月1日（日）～10月31日（火） 1ヶ月間
配布枚数：445枚、回答数332枚、回答率：74.6％

入院

調査期間：平成29年10月4日（水）～10月6日（金） 3日間
配布枚数：880枚、回答数717枚、回答率：81.5％

外来

総合評価

家族や知人に勧めたい

治療内容

職員の対応

病院の施設・環境

総合評価

家族や知人に勧めたい

治療内容

職員の対応

病院の施設・環境

待ち時間

■満足　■やや満足　■普通　■やや不満　■不満

（※）平成28年度結果

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

59.2％  （52.0％※） 30.8％  （37.0％※） 9.9％
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　平成29年10月に、患者満足度調査を実施しました。「総合評価」においては、入院では約9割、外来では約8割の方が、
概ね当院に満足されているとの結果になりました。また、「家族や知人に勧めたい」との回答もほぼ同様の割合でした。しかし
ながら、外来の「待ち時間」が他項目に比べてやや満足度が低いものでした。皆さまから頂いた貴重なご意見を真摯に受けと
め、対策を検討し、今後の更なる患者サービス向上につなげていきたいと考えております。
　患者満足度調査へのご協力、誠にありがとうございました。

満足度調査結果
平成29年度患者満足度調査の結果をご報告します。

　神経内科（脳神経内科）は脳や脊髄、神経、筋肉の病気をみる内科です。体を
動かしたり、感じたりする事や、考えたり覚えたりすることが上手にできなくなった
ときにこのような病気を疑います。

　症状としてはしびれやめまい、うまく力がはい

らない、歩きにくい、ふらつく、つっぱる、ひきつ

け、むせ、しゃべりにくい、ものが二重にみえる、頭

痛、かってに手足や体が動いてしまう、ものわす

れ、意識障害などたくさんあります。

教えてドクター

Q&A
《神経内科》

どのような症状の人が受診しますか？Q.

A.

?

?
　外来と入院では、かなり異なりますので外来か

ら申し上げますと、頭痛、認知症が頻度としては多

いです。てんかん、パーキンソン病など専門的な薬

剤調整が必要な方も多く受診されています。

　また、入院では、頭の血管が詰まる脳梗塞や頭の

血管が破れる脳出血が多いです。脳梗塞と脳出血を

合わせて脳卒中と呼びますが、脳卒中は一度入院

しますとある程度の入院期間が必要になるため、

入院ベッドに占める割合としては一番多いです。

　てんかん、パーキンソン病などが継いで多く入

院されております。てんかんは発作を繰り返し起こ

す病気で、発作は人によって様々です。パーキンソ

ン病は、体の潤滑油のような

役割を果たしているドパミン

神経が脱落して起こる病気

で、動きが遅くなったり、震え

たり、小刻みな歩行になり転

倒しやすくなります。

どのような病気を扱うことが多いですか？Q.

A.

脳や脊髄、神経、筋肉に関する気になること、あれこれ

　当院では、神経内科のどの領域も広く診療して

おります。地域の先生との繋がりを大切にして、積

極的に連携を行っております。

　パーキンソン病では、北陸では一番早く、経腸

の持続的レボドパ補充療法を導入しました。また、

深部の脳刺激療法も行っており、初期評価から進

行期まで高い水準で診療できていると自負してお

ります。てんかん、末梢神経障害、ジストニアなど

の診療も電気生理の専門医がいることもあり県

内をリードしております。

福井赤十字病院の神経内科の
特色は何ですか？

Q.

A.

?
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　主に脳卒中や脊椎疾患、脳腫瘍、外傷・三叉神

経痛、舌咽神経痛、顔面けいれんなどの治療を

行っています。脳卒中では、急性期の脳血管障害

に対し神経内科と脳卒中センター（SCU）を開設

し、24時間体制の脳卒中治療を行っています。脳

血管造影装置を備え、血管溶解療法から血栓回

収療法まで常に可能です。

　脳卒中リハビリテーション看護認定看護師、認知症

看護認定看護師、摂食・嚥下障害看護認定看護師が所

属しています。より専門的により質の高い看護を提供し

ています。また、患者さんや家族に対する看護外来も

行っています。

　医師や看護師だけではなく、リハビリスタッフやメ

ディカルソーシャルワーカーなどと連携し、安心して自

宅に戻れるように、また社会復帰ができるように医療

チームで患者さん

のサポートを行い

ます。分からないこ

とがあれば何でも

お聞きください。

　１-５病棟は、脳神経外科と神経内科の病棟です。また、病棟内にSCUがあり、

急性期の脳卒中患者さんの治療・看護を行っています。
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記
念
行
事
は
、日
本
赤
十
字
社
名
誉
副
総
裁
で
あ
る
皇
室

妃
殿
下
ご
臨
席
の
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と
、福
井
県
の
偉
人
・
日
本
赤
十
字
社
初

代
病
院
長
の
橋
本
綱
常
先
生
の
胸
像
除
幕
式
を
先
生
の
生
誕

日
で
あ
る
７
月
24
日
に
行
い
、翌
25
日
に
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ

ザ
に
お
い
て
記
念
大
会
を
執
り
行
い
ま
す
。

　

記
念
大
会
で
は
、東
日
本
大
震
災
と
熊
本
地
震
の
被
災
地

に
日
赤
福
井
救
護
班
の
補
助
と
し
て
同
行
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
体
験
発
表
や
、東
日
本
大
震
災
で
日
赤
福
井
救
護
班
が

救
護
活
動
を
続
け
現
在
も
交
流
が
続
く
宮
城
県
石
巻
市
の
被

災
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
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と
被
災
地
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興
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は
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く
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声
合
唱
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・
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ー
ル
デ
ン
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や
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ン
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女

王
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称
さ
れ
る
半
﨑
美
子
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が
あ
り
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
日
本
赤
十
字
社
福
井

県
支
部（
０
７
７
６‐

３
６‐

３
６
４
０
）

ま
で
。

　

５
月
11
日（
金
）・
12
日（
土
）９
時
〜
16
時
に
、福
井
赤
十
字

病
院
に
て『
も
っ
と
ク
ロ
ス
！
赤
十
字
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』を
開

催
し
ま
す
。

　

測
定
コ
ー
ナ
ー
や
相
談
コ
ー
ナ
ー
、12
日
に
は
市
民
公
開

講
座
を
開
催
い
た
し
ま
す
。詳
し
く
は
院
内
ポ
ス
タ
ー
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
下
さ
い
。

　

平
成
30
年
４
月
、総
勢
52
名
の
新
人
職
員
が
入
社
し
、様
々

な
思
い
の
も
と
、赤
十
字
職
員
の
一
員
と
し
て
第
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。

　

新
人
職
員
は
、病
院
職
員
と
し
て
必
須
で
あ
る
赤
十
字

の
し
く
み
・
接
遇
向
上
・
個
人
情
報
保
護
・
医
療
安
全
推

進
・
感
染
防
止
対
策
・
医
療
倫
理
・
患
者
の
権
利
な
ど
様
々

な
研
修
を
３
日
間
で
受
け
た
後
、各
部
署
に
配
置
さ
れ
、

先
輩
達
の
指
導
の
も
と
日
々
業
務
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

新
人
職
員
を
含
め
全
職
員
が
、患
者
さ
ん
か
ら
信
頼
さ

れ
る
医
療
人
と
な
り
地
域
の
医
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
様
々
な
研
修
の
機
会
を
設
け
て
行
き
ま
す
。新人研修の様子

1─5病棟

作
品
紹
介

　

当
院
で
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
手
作

り
の
作
品
を
院
内
の
各
所
に
展
示
し
て

い
ま
す
。

病棟紹介52
名
の
新
人
職
員
が

仲
間
入
り
し
ま
し
た

も
っ
と
ク
ロ
ス
！ 

赤
十
字
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
開
催

日
本
赤
十
字
社
福
井
県
支
部 

お
か
げ
様
で
１
３
０
年
！

脳神経外科

　主に脳卒中、アルツハイマー病・認知症・頭痛

のほか、パーキンソン病などの神経難病にも積

極的に治療を行っています。パーキンソン病に対

して、近年では小腸に直接薬剤を投与するデュオ

ドーパ治療を導入し動作が困難になる合併症を

抑え、生活の質の維持・向上や介護負担の軽減を

図っています。

神経内科

多くの認定看護師が揃っています！ 医療チームで連携サポートを
しています！
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